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STEP１-１ 基本情報
組合コード 25000
組合名称 日本冶金工業
形態 単一
業種 機械器具製造業

令和6年度 令和7年度 令和8年度
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

2,000名
男性88.1%

（平均年齢44.81歳）*
女性11.9%

（平均年齢43.06歳）*

2,009名
男性88.0%

（平均年齢45.2歳）*
女性12.0%

（平均年齢43.3歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 0名 -名

加入者数 3,492名 3,438名 -名
適用事業所数 10ヵ所 10ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

10ヵ所 10ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

90‰ 85‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和6年度 令和7年度 令和8年度
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 0 0 - -
保健師等 0 0 0 0 - -

事業主 産業医 1 10 1 10 - -
保健師等 1 1 1 1 - -

第3期における基礎数値
（令和4年度の実績値）

特定健康診査実施率 
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 1437 ∕ 1684 ＝ 85.3 ％
被保険者 1233 ∕ 1241 ＝ 99.4 ％
被扶養者 204 ∕ 443 ＝ 46.0 ％

特定保健指導実施率 
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 217 ∕ 277 ＝ 78.3 ％
被保険者 216 ∕ 260 ＝ 83.1 ％
被扶養者 1 ∕ 17 ＝ 5.9 ％

令和6年度 令和7年度 令和8年度
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 4,400 2,200 5,200 2,588 - -
特定保健指導事業費 10,000 5,000 11,000 5,475 - -
保健指導宣伝費 4,500 2,250 6,800 3,385 - -
疾病予防費 25,200 12,600 21,000 10,453 - -
体育奨励費 1,000 500 1,000 498 - -
直営保養所費 0 0 0 0 - -
その他 0 0 0 0 - -
　
小計　…a 45,100 22,550 45,000 22,399 0 -
経常支出合計　…b 1,234,537 617,269 1,244,845 619,634 - -
a/b×100 （%） 3.65 3.61 -
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令和6年度 令和7年度

令和8年度

(歳)

(百人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

4 2 0 2 4
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)

(歳)

(百人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

4 2 0 2 4
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)
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男性（被保険者）
令和6年度 令和7年度 令和8年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 16人 10〜14 0人 15〜19 23人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 86人 25〜29 161人 20〜24 91人 25〜29 153人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 166人 35〜39 186人 30〜34 162人 35〜39 194人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 174人 45〜49 241人 40〜44 164人 45〜49 248人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 270人 55〜59 252人 50〜54 252人 55〜59 260人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 157人 65〜69 48人 60〜64 171人 65〜69 58人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 21人 70〜74 16人 70〜74 -人

女性（被保険者）
令和6年度 令和7年度 令和8年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 0人 15〜19 1人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 13人 25〜29 20人 20〜24 16人 25〜29 21人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 26人 35〜39 36人 30〜34 22人 35〜39 41人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 25人 45〜49 39人 40〜44 22人 45〜49 35人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 38人 55〜59 21人 50〜54 41人 55〜59 24人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 18人 65〜69 1人 60〜64 20人 65〜69 2人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 1人 70〜74 1人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
令和6年度 令和7年度 令和8年度
0〜4 83人 5〜9 82人 0〜4 78人 5〜9 92人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 103人 15〜19 121人 10〜14 94人 15〜19 119人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 66人 25〜29 3人 20〜24 62人 25〜29 4人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 0人 35〜39 0人 30〜34 0人 35〜39 0人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 0人 45〜49 0人 40〜44 0人 45〜49 0人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 0人 55〜59 0人 50〜54 0人 55〜59 0人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 0人 65〜69 0人 60〜64 0人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 0人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
令和6年度 令和7年度 令和8年度
0〜4 84人 5〜9 107人 0〜4 79人 5〜9 115人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 116人 15〜19 132人 10〜14 113人 15〜19 118人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 57人 25〜29 8人 20〜24 61人 25〜29 9人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 39人 35〜39 49人 30〜34 38人 35〜39 47人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 47人 45〜49 91人 40〜44 50人 45〜49 81人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 106人 55〜59 101人 50〜54 107人 55〜59 100人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 65人 65〜69 14人 60〜64 66人 65〜69 16人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 7人 70〜74 3人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴
被保険者の約9割を男性が占める　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　被保険者の年齢構成では30代　20.5%、40代　23.8%、50代　28.8%、60代　11.1%となっている。50〜60代で39.9%であり、高齢化が進んでいる　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健
保組合には医療専門職がいない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　年齢階層者別加入者数調査は、令和6年度は令和６年１月末現在で作成
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴
令和４年度の特定健診の実施率は85.3%、特定保健指導の実施率は78.3%と高い水準を示してる。また過去３年間、水準を維持している。
人間ドック等の疾病予防事業は被保険者、被扶養者ともに十分な体制を整えている。

事業の一覧
職場環境の整備
　保健指導宣伝 　健康管理事業 推進委員会
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　個別的情報提供ツール
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　ホームページ
　保健指導宣伝 　機関誌発行
　疾病予防 　医療健康情報提供
　体育奨励 　生活習慣改善イベント
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査事業
　特定保健指導事業 　特定保健指導事業
　保健指導宣伝 　事業所配布情報誌
　保健指導宣伝 　保健指導誌
　保健指導宣伝 　後発医薬品の差額通知
　保健指導宣伝 　重症化予防事業
　疾病予防 　人間ドック
　疾病予防 　婦人健診
　疾病予防 　がん郵送検診
　疾病予防 　心の健康相談
　疾病予防 　予防接種補助
事業主の取組
　1 　定期健康診断
　2 　雇入時健診
　3 　健康診断事後措置に伴う個別指導
　4 　カウンセリング
　5 　社員食堂等のメニューのカロリー等の表示
　6 　喫煙対策
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
保
健
指
導
宣
伝

1 健康管理事業
推進委員会 健康管理事業推進委員会の開催継続(1回/年度) 全て 男女

0
〜
74

- 0
毎年度、3月に定期的に実施。議題は産
業医の講話の他、健保組合との課題共
有

委員会の場で健保組合に関する意見・
課題を自由に議論できる環境

議論の先にある理事会への意見具申ま
で進めていない 5

加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

2 個別的情報提
供ツール

健診結果を掲載した情報提供通知を配布し、個別性を重視した行動変
容、各種保険事業への参加を促す。受診勧奨基準値以上の方には、医
療機関への受診を促す。特定保健指導対象者には特定保健指導の参加
を促す。

全て 男女
18
〜
74

- 0 実際に事業を展開出来ていない なし
事業の具体的な内容が未確定
令和６年度において詳細を詰め、具体
化してゆく

1

2 医療費通知 医療費通知の発行の継続実施 全て 男女
0

〜
74

- 1,200
Webは毎月１回更新
紙媒体は１回/年度
医療費の確定申告用医療費通知ﾃﾞｰﾀに
つきWeb対応実施
柔整版医療費通知も実施

専門の委託会社に委託 通知の後の行動変容にいかにつなげる
か 5

5 ホームページ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用の継続実施 全て 男女
0

〜
74

- 1,000 Websiteの内容の随時更新 Websiteを広報ﾂｰﾙとして積極的に活用
し、加入者にも通知 ｺﾝﾃﾝﾂの適切性の検証不足 5

5 機関誌発行 健保発行の機関紙の配布継続 全て 男女
18
〜
74

- 462
4回/年度の発行。発行方法はWebsiteへ
の掲載と、うち１回の冊子作成と被保
険者自宅への郵送

Website、ﾉｰﾂ上の広報ﾂｰﾙである掲示板
を利用した周知

１回/年度の冊子につき情報の特別性の
確保 5

疾
病
予
防

5 医療健康情報
提供 ヘルシーファミリー倶楽部を採用。医療健康情報の提供継続 全て 男女

0
〜
74

- 1,320 医療・健康・病気・薬等に関する情報
をWeebsiteを経由して提供 専門の委託会社に委託 加入者の周知不足 1

体
育
奨
励

- 生活習慣改善
イベント 加入者の健康課題に応じたｲﾍﾞﾝﾄの展開 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 1,000 Webを活用した参加型のｳｵｰｷﾝｸﾞ等のｲﾍ

ﾞﾝﾄ
令和6年度で詳細を詰め、令和7年度か
らの実施を目指す。実施後には見直し
を行う

加入者への周知 1

個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健康診査
事業 特定健康診査事業の継続実施 全て 男女 40

〜
74

- 4,155
被保険者については事業主と協同し、
実施。被扶養者は婦人健診、人間ﾄﾞｯｸ
で受診

被保険者については事業主と協同
被扶養者については婦人健診で巡回型
・施設型を選択可能にしている

被扶養者について、受診勧奨しても動
かない未受診者の存在 4

特
定
保
健
指
導
事
業

4 特定保健指導
事業 特定保険事業の継続実施 全て 男女

40
〜
74

- 11,030
令和５年度については５年秋から実施
対象者が一番多い川崎地区を皮切りに
、他の事業所にも展開

特定保健指導の重要性について、各事
業所の理解が進んだ
ITCを利用した遠隔地面接を必要に応じ
実施

継続的に対象者になるが受診しない方
への対応
交代勤務者を中心に初回面談の為の日
程調整が困難

5

保
健
指
導
宣
伝

5 事業所配布情
報誌 健康関連情報の被保険者への提供 全て 男女

18
〜
74

- 75 健康保険組合連合会発行の情報冊子「
すこやか健保」を使用した広報

Website、ﾉｰﾂ上の広報ﾂｰﾙである掲示板
を利用した周知
各事業所での部署単位での印刷物の配
布

特段なし 5

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業目標
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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5 保健指導誌 分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の配布継続 全て 女性
18
〜
74

- 179 出産・育児に合わせて適切な情報誌を
提供(育児情報冊子「赤ちゃんと」)

対象者への配布に当たり発行会社に最
新の送付先を連絡 特段なし 5

7 後発医薬品の
差額通知 後発医薬品情報を加入者に伝え、医療費削減に結び付ける 全て 男女

0
〜
74

- - 基幹ｼｽﾃﾑを使用し、健保組合で作成・
送付

健保組合内の業務の繁閑に合わせて作
成が可能 特段なし 5

4 重症化予防事
業

第三期ﾃﾞｰﾀﾍﾙｽ計画より、健診結果が受診勧奨基準ﾚﾍﾞﾙ以上の方に重症
化予防事業を実施 全て 男女

0
〜
74

- 832 特定保健指導を優先する中でお互いに
干渉しない事業の進め方の模索中 委託業者の専門的なﾉｳﾊｳの取入れ 特定保健指導との明確な区別 1

疾
病
予
防

3 人間ドック 人間ﾄﾞｯｸの実施継続 全て 男女
18
〜
74

- 18,938
健診事務代行会社が提携する健診機関
で実施
専用Websiteを利用した受診券発行。ｵﾌ
ﾟｼｮﾝで各種がん検査や脳検査を実施

健保事務の効率化、健診ﾃﾞｰﾀの一元管
理 加入者への周知不足 3

3 婦人健診 婦人健診の実施継続 全て 女性
18
〜
74

- 4,053 被扶養者のうち妻、母、義母が対象。
巡回健診・施設健診の２種類を実施

対象者への案内配布とWebsiteでの情報
提供

地域によっては巡回型の受診機会が他
県に比べ少ないところがある 4

3 がん郵送検診 がん郵送検診の実施継続 全て 男女
18
〜
74

- 1,176
受診希望者が直接健診機関に申込み
令和６年度より陽性判定後の医学的ﾌｫﾛ
ｰをするために委託会社を変更

受検申込手続きと検査の簡易さ 検査結果が陽性の者がそのまま医療機
関を受診していない 1

6 心の健康相談 心の健康相談の実施継続 全て 男女
18
〜
74

- 290 ﾒﾝﾀﾙ面に特化した相談を実施 各種手段を活用した情報の提供 加入者の周知不足 5

3 予防接種補助 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種補助の実施継続 全て 男女
0

〜
74

- -
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種を医療機関で受けら
れる時期
例年10月〜翌年3月を想定

予防接種の必要性は浸透し、意識に定
着している
Websiteを利用した補助金申請とこれを
支払処理につなげるｼｽﾃﾑにより事務を
効率化

重症化を避けるための予防接種の周知
の更なる向上 5

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業目標
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組

定期健康診断
【目的】
常時使用する従業員への健康診断
【概要】
労働安全衛生法に基く定期健康診断

被保険者 男女
18
〜
74
・労働安全衛生法に基づき該当者に実施 ・勤務時間中の受診可

・事業主側の労働安全衛生法に対する遵法意識 ・特になし 有

雇入時健診
【目的】
労働安全衛生法に基づく雇入時健康診断
【概要】
労働安全衛生法に基づき、雇入時に健康診断を行う

被保険者 男女
18
〜
74
・労働安全衛生法に基づき雇入れ者の全員に実
施

・事業主の健康管理の徹底 ・特になし 無

健康診断事後措置
に伴う個別指導

【目的】健診後の措置及び健康指導
【概要】要精密検査、要治療者、継続療養者
の検査及び治療結果の把握、生活習慣指導

被保険者 男女
18
〜
74
定期健康診断の有所見者に実施 ・産業医・保健師等による生活習慣改善や受診

勧奨 ・指導を受診しない方への対応 無

カウンセリング
【目的】休業からの復帰の支援。メンタル不調者への対応
【概要】対象者の状況・状態に合わせたカウンセリングを実施。社
内面談、必要に応じて産業医を通して専門医の紹介など

被保険者 男女
18
〜
74
・対象者がいる場合に随時対応
・職場復帰支援プログラム作成中

・外部の専門医等の協力を仰ぐ ・特になし 無

社員食堂等のメニ
ューのカロリー等
の表示

【目的】社員の健康促進
【概要】社員食堂等のカロリー表示・ヘルシーメニューの設定等 被保険者 男女

18
〜
74
カロリーのほか、脂質・塩分等も表示 ・食事内容に気をつけたい人へメニュー選択時

の判断材料を提供 ・特になし 無

喫煙対策 【目的】受動喫煙の防止、喫煙者の健康障害の防止
【概要】喫煙場所の設置・分煙対策を行う 被保険者 男女

18
〜
74
執務エリアの分煙・屋内禁煙・室外の喫煙スペ
ースの設置などを実施

・喫煙スペースの隔離・室外喫煙スペースなど
による喫煙機会の減少 ・特になし 無

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 特定健診・特定保健指導の実施状況等 特定健診分析 -

イ 一人当たり医療費 医療費・患者数分析 -

ウ 健康分布図等 健康リスク分析 -

エ 生活習慣病リスクと医療機関の受診状況等 健康リスク分析 -

オ 後発医薬品の使用状況 後発医薬品分析 -

カ 喫煙状況 特定健診分析 -

8



キ 健康状況および生活習慣【健康スコアリングレポートより
】

特定健診分析 -
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<2022年度>

特定保健指導の実施率について、加入者全体の全年齢計は、積極的支援は60.2％であり、全組合集計29.9％を大きく上回る。

動機付け支援の全年齢計は71.3％であり、全組合集計の37.3％を上回る。

※2018年度（第3期）より、レセプト管理・分析システム及び本システムの特定保健指導の終了者数・割合は、前年度の繰越分を含む

ウ①

エ①

特定健康診査の受診率について、被保険者の全年齢計は99.5％であり、全組合集計90.5％を上回る。年齢階層別にみると、最も低いのは65～

69歳で90.9％である。すべての年齢階層で全組合集計を上回る。

被扶養者の全年齢計は46.1％であり、全組合集計の47.5％を下回る。年齢階層別にみると、最も高いのは70～74歳で60.0％であり、最も低いの

は40～44歳で38.2％である。

ア．

イ．

STEP１-３ 特定健診・特定保健指導の実施状況等

68.7%

80.0%

89.7%

91.5%

92.4%

92.1%

91.6%

90.5%

100.0
%

90.9%

99.3%

99.6%

100.0
%

100.0
%

99.5%

99.5%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４

歳

６５～６９

歳

６０～６４

歳

５５～５９

歳

５０～５４

歳

４５～４９

歳

４０～４４

歳

全年齢計

自組合 全組合集計

【特定健診の受診率】

34.7%

42.6%

48.0%

50.1%

49.5%

48.2%

45.5%

47.5%

60.0%

58.3%

47.7%

45.0%

47.5%

47.4%

38.2%

46.1%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計

ア．（被保険者） イ．（被扶養者）

【特定保健指導の実施率・加入者】

ウ①．（積極的支援） エ①．（動機づけ支援）

33.3%

182.9
%

26.4%

29.9%

30.0%

30.4%

31.0%

29.9%

0.0%

0.0%

39.1%

68.4%

68.3%

57.1%

59.4%

60.2%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計

19.9%

22.0%

34.5%

39.2%

39.3%

39.4%

40.2%

37.3%

100.0
%

50.0%

50.0%

68.8%

71.4%

66.7%

83.3%

71.3%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計
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<2022年度>

被扶養者の特定保健指導の実施率については、積極的支援の全年齢計は0％である。動機付け支援の全年齢計は9.1％で、全組合集計の

20.0％を下回る。

※2018年度（第3期）より、レセプト管理・分析システム及び本システムの特定保健指導の終了者数・割合は、前年度の繰越分を含む

ウ③

エ③

被保険者の特定保健指導の実施率については、積極的支援の全年齢計は62.4％であり、全組合集計の30.4％を大きく上回る。

動機付け支援の全年齢計は78.9％であり、全組合集計の39.1％をこちらも大きく上回る。ウ②

エ②

STEP１-３ 特定健診・特定保健指導の実施状況等

100.0%

206.5
%

27.2%

30.5%

30.5%

30.8%

31.3%

30.4%

0.0%

0.0%

40.9%

72.2%

71.8%

57.1%

61.3%

62.4%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計

【特定保健指導の実施率・被保険者】

21.0%

22.8%

36.7%

41.4%

41.4%

41.2%

41.6%

39.1%

100.0%

50.0%

100.0%

73.3%

83.3%

70.0%

90.9%

78.9%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計

ウ②．（積極的支援） エ②．（動機づけ支援）

【特定保健指導の実施率・被扶養者】

ウ③．（積極的支援） エ③．（動機づけ支援）

0.0%

0.0%

12.5%

14.3%

14.3%

14.6%

14.6%

14.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４

歳

６５～６９

歳

６０～６４

歳

５５～５９

歳

５０～５４

歳

４５～４９

歳

４０～４４

歳

全年齢計

自組合 全組合集計

13.0%

15.1%

17.5%

20.7%

21.3%

21.1%

21.2%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0.0%

9.1%

0.0% 50.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

自組合 全組合集計
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<2022年度>STEP１-３ 特定健診・特定保健指導の実施状況等

2021年度（令和3年度）の特定保健指導対象者のうち、2022年度に特定保健指導対象者でなくなった人の割合をみると、加入者、被保険者

ともに、全年齢計で全組合集計を上回る。被扶養者については、全年齢計では全組合集計を下回る。カ．

2021年度（令和3年度）のメタボリックシンドローム該当者のうち、2022年度にメタボリックシンドロームではなくなった人の割合をみると、加

入者、被保険者ともに全年齢計では全組合集計を上回る。被扶養者については全年齢計では全組合集計を下回る。オ．

オ．メタボ該当率の減少率＿加入者

カ．特定保健指導対象者の減少率＿加入者
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オ．メタボ該当率の減少率＿被保険者 オ．メタボ該当率の減少率＿被扶養者

カ．特定保健指導対象者の減少率＿被保険者 カ．特定保健指導対象者の減少率＿被扶養者
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<2022年度受診分>

疾病大分類別一人当たり医療費について、被保険者男性では循環器系疾患がもっとも高く15,522円であり、ついで、内分泌・栄養・代謝疾患、新生物が続
く。
保険者女性では、新生物がもっとも高く26,333円であり、ついで腎尿路生殖器系疾患、内分泌・栄養・代謝疾患が続く。
被保険者の男女計では、新生物がもっとも高く15,208円であり、ついで内分泌・栄養・代謝疾患、循環器系疾患、続く。

キ．

STEP１-４ 一人当たり医療費（疾病大分類－１）

キ①．疾病大分類別一人当たり医療費＿被保険者・男性

15,522

15,145

13,724

13,577

8,670

7,318

6,558

6,524

5,596

5,426

4,971

4,688

3,427

2,253

1,292

1,216

611

473

107

21

0

0

20,744

17,654

17,947

13,303

7,923

7,731

6,155

10,462

6,982

6,790

5,861

4,818

4,802

4,747

3,113

1,798

870

856

497

343

0

0

0 20,000 40,000

09:循環器系疾患

04:内分泌・栄養・代謝疾患

02:新生物

11:消化器系疾患

13:筋骨格系・結合組織疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

12:皮膚・皮下組織疾患

10:呼吸器系疾患

06:神経系疾患

14:腎尿路生殖器系疾患

07:眼・付属器疾患

19:損傷・中毒・外因性

05:精神・行動障害

01:感染症・寄生虫症

03:血液・造血器・免疫障害

18:他に分類されないもの

08:耳・乳様突起疾患

88:ワープロ病名等

21:健康影響・保健サービス

17:先天奇形変形・染色体異常

15:妊娠・分娩・産じょく

16:周産期発生病態

自組合 全組合集計

円
26,333

19,891

9,980

9,729

9,411

8,094

7,662

6,338

5,797

5,669

4,980

3,926

3,083

2,110

1,675

1,615

1,295

1,126

1,071

33

7

0

22,776

14,080

11,532

12,053

10,049

9,290

7,225

5,053

6,498

9,272

11,496

5,631

3,408

4,213

1,267

2,028

2,715

5,010

1,265

300

384

38

0 20,000 40,000

02:新生物

14:腎尿路生殖器系疾患

04:内分泌・栄養・代謝疾患

10:呼吸器系疾患

11:消化器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

12:皮膚・皮下組織疾患

05:精神・行動障害

07:眼・付属器疾患

09:循環器系疾患

13:筋骨格系・結合組織疾患

06:神経系疾患

01:感染症・寄生虫症

19:損傷・中毒・外因性

08:耳・乳様突起疾患

03:血液・造血器・免疫障害

18:他に分類されないもの

15:妊娠・分娩・産じょく

88:ワープロ病名等

21:健康影響・保健サービス

17:先天奇形変形・染色体異常

16:周産期発生病態

自組合 全組合集計

キ②．疾病大分類別一人当たり医療費＿被保険者・女性

15,208

14,537

14,362

13,087

8,235

7,409

7,129

6,901

6,688

5,399

5,069

4,385

3,770

2,351

1,330

1,225

736

543

133

99

19

0

19,642

15,505

16,717

12,160

9,178

8,278

9,350

11,021

6,531

6,508

6,085

4,606

4,890

4,277

2,732

2,120

1,009

1,000

1,759

427

357

14

0 20,000 40,000

02:新生物

04:内分泌・栄養・代謝疾患

09:循環器系疾患

11:消化器系疾患

13:筋骨格系・結合組織疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

14:腎尿路生殖器系疾患

10:呼吸器系疾患

12:皮膚・皮下組織疾患

06:神経系疾患

07:眼・付属器疾患

19:損傷・中毒・外因性

05:精神・行動障害

01:感染症・寄生虫症

03:血液・造血器・免疫障害

18:他に分類されないもの

08:耳・乳様突起疾患

88:ワープロ病名等

15:妊娠・分娩・産じょく

21:健康影響・保健サービス

17:先天奇形変形・染色体異常

16:周産期発生病態

自組合 全組合集計

キ③．疾病大分類別一人当たり医療費＿被保険者・男女

円 円
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<2022年度受診分>

疾病大分類別一人当たり医療費について、被扶養者男性では呼吸器系疾患がもっとも高く25,942円で、ついで重症急性呼吸器症候群など、皮膚・皮下組
織疾患が続く。
被扶養者女性では、筋骨格系・結合組織疾患がもっとも高く23,243円で、ついで呼吸器系疾患、重症急性呼吸器症候群などが続く。
被扶養者男女計では、呼吸器系疾患がもっとも高く21,901円で、ついで筋骨格系・結合組織疾患、重症急性呼吸器症候群など、が続く。

キ．

STEP１-４ 一人当たり医療費（疾病大分類－２）

キ④．疾病大分類別一人当たり医療費＿被扶養者・男性

25,942

20,203

12,086

10,928

6,824

5,592

4,013

3,156

2,845

2,512

2,351

1,896

1,458

1,428

1,355

1,193

861

734

523

113

0

0

29,004

19,163

12,433

8,048

7,296

3,616

5,399

5,408

3,609

3,631

5,042

2,578

3,059

3,234

2,963

7,904

1,870

2,231

1,963

3,906

4

213

0 20,000 40,000

10:呼吸器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

12:皮膚・皮下組織疾患

19:損傷・中毒・外因性

05:精神・行動障害

13:筋骨格系・結合組織疾患

07:眼・付属器疾患

06:神経系疾患

09:循環器系疾患

01:感染症・寄生虫症

11:消化器系疾患

08:耳・乳様突起疾患

88:ワープロ病名等

02:新生物

17:先天奇形変形・染色体異常

04:内分泌・栄養・代謝疾患

16:周産期発生病態

14:腎尿路生殖器系疾患

18:他に分類されないもの

03:血液・造血器・免疫障害

15:妊娠・分娩・産じょく

21:健康影響・保健サービス 自組合 全組合集計

円
23,243

20,075

13,445

12,444

10,603

9,814

9,088

7,788

7,424

7,186

6,187

5,141

4,111

2,820

2,672

2,331

2,223

2,190

1,666

1,434

809

588

10,823

18,897

12,602

11,664

9,479

9,211

8,904

854

7,480

6,661

8,630

18,367

6,985

3,705

5,450

1,624

1,970

2,717

2,128

2,413

1,982

355

0 20,000 40,000

13:筋骨格系・結合組織疾患

10:呼吸器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

04:内分泌・栄養・代謝疾患

09:循環器系疾患

12:皮膚・皮下組織疾患

11:消化器系疾患

16:周産期発生病態

07:眼・付属器疾患

05:精神・行動障害

14:腎尿路生殖器系疾患

02:新生物

06:神経系疾患

01:感染症・寄生虫症

19:損傷・中毒・外因性

17:先天奇形変形・染色体異常

08:耳・乳様突起疾患

18:他に分類されないもの

88:ワープロ病名等

15:妊娠・分娩・産じょく

03:血液・造血器・免疫障害

21:健康影響・保健サービス 自組合 全組合集計

キ⑤．疾病大分類別一人当たり医療費＿被扶養者・女性

21,901

17,749

15,549

10,521

8,942

8,188

7,073

6,991

6,362

5,632

5,242

4,490

3,985

3,814

2,724

2,121

2,027

1,671

1,601

988

593

405

22,389

8,333

14,869

10,324

10,365

7,451

6,880

7,570

6,762

1,205

6,348

6,419

13,140

6,440

3,679

2,180

2,086

2,457

2,450

1,581

2,647

306

0 20,000 40,000

10:呼吸器系疾患

13:筋骨格系・結合組織疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

12:皮膚・皮下組織疾患

04:内分泌・栄養・代謝疾患

09:循環器系疾患

05:精神・行動障害

11:消化器系疾患

07:眼・付属器疾患

16:周産期発生病態

19:損傷・中毒・外因性

14:腎尿路生殖器系疾患

02:新生物

06:神経系疾患

01:感染症・寄生虫症

08:耳・乳様突起疾患

17:先天奇形変形・染色体異常

18:他に分類されないもの

88:ワープロ病名等

15:妊娠・分娩・産じょく

03:血液・造血器・免疫障害

21:健康影響・保健サービス 自組合 全組合集計

キ⑥．疾病大分類別一人当たり医療費＿被扶養者・男女

円 円
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<2022年度受診分>

疾病大分類別一人当たり医療費について加入者男性では、循環器系疾患がもっとも高く12,879円で、ついで内分泌・栄養・代謝疾患、消化器系疾患が続
く。
加入者女性では、筋骨格系・結合組織疾患がもっとも高く19,842円で、ついで呼吸器系疾患、重症急性呼吸器症候群などが続く。
加入者の男女計では、呼吸器系疾患がもっとも高く13,313円で、ついで筋骨格系・結合組織疾患、内分泌・栄養・代謝疾患が続く。

キ．

STEP１-４ 一人当たり医療費（疾病大分類－３）

キ⑦．疾病大分類別一人当たり医療費＿加入者・男性

12,879

12,236

11,237

11,160

10,572

10,004

8,028

7,711

5,989

5,087

4,772

4,448

4,135

2,307

1,071

1,046

878

678

299

180

85

0

16,104

15,014

11,066

13,963

15,483

10,826

6,757

7,855

5,692

6,556

5,736

5,556

5,478

4,445

1,842

3,328

1,332

1,453

1,052

507

420

1

0 20,000 40,000

09:循環器系疾患

04:内分泌・栄養・代謝疾患

11:消化器系疾患

02:新生物

10:呼吸器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

13:筋骨格系・結合組織疾患

12:皮膚・皮下組織疾患

19:損傷・中毒・外因性

06:神経系疾患

07:眼・付属器疾患

14:腎尿路生殖器系疾患

05:精神・行動障害

01:感染症・寄生虫症

18:他に分類されないもの

03:血液・造血器・免疫障害

08:耳・乳様突起疾患

88:ワープロ病名等

17:先天奇形変形・染色体異常

16:周産期発生病態

21:健康影響・保健サービス

15:妊娠・分娩・産じょく

自組合 全組合集計

円
19,842

18,148

12,449

11,985

9,684

9,413

9,149

9,087

8,739

7,121

7,028

6,337

4,077

2,869

2,567

2,121

2,023

1,898

1,555

1,377

959

485

11,115

15,923

11,163

11,607

9,389

8,348

9,401

20,284

10,999

7,053

5,962

500

6,396

3,576

4,913

1,664

2,716

1,085

1,753

3,542

2,002

331

0 20,000 40,000

13:筋骨格系・結合組織疾患

10:呼吸器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

04:内分泌・栄養・代謝疾患

09:循環器系疾患

12:皮膚・皮下組織疾患

11:消化器系疾患

02:新生物

14:腎尿路生殖器系疾患

07:眼・付属器疾患

05:精神・行動障害

16:周産期発生病態

06:神経系疾患

01:感染症・寄生虫症

19:損傷・中毒・外因性

08:耳・乳様突起疾患

18:他に分類されないもの

17:先天奇形変形・染色体異常

88:ワープロ病名等

15:妊娠・分娩・産じょく

03:血液・造血器・免疫障害

21:健康影響・保健サービス

自組合 全組合集計

キ⑧．疾病大分類別一人当たり医療費＿加入者・女性

13,313

12,302

12,146

11,723

10,889

10,481

10,410

8,327

6,001

5,622

5,182

4,751

4,722

2,510

2,407

1,416

1,328

1,015

996

878

498

230

15,692

8,831

13,393

12,909

10,986

10,274

16,970

8,089

8,146

6,363

5,708

5,321

6,480

4,031

503

2,258

1,490

2,697

1,596

1,068

1,686

378

0 20,000 40,000

10:呼吸器系疾患

13:筋骨格系・結合組織疾患

04:内分泌・栄養・代謝疾患

09:循環器系疾患

22:重症急性呼吸器症候群など

11:消化器系疾患

02:新生物

12:皮膚・皮下組織疾患

14:腎尿路生殖器系疾患

07:眼・付属器疾患

05:精神・行動障害

19:損傷・中毒・外因性

06:神経系疾患

01:感染症・寄生虫症

16:周産期発生病態

18:他に分類されないもの

08:耳・乳様突起疾患

03:血液・造血器・免疫障害

88:ワープロ病名等

17:先天奇形変形・染色体異常

15:妊娠・分娩・産じょく

21:健康影響・保健サービス

自組合 全組合集計

キ⑨．疾病大分類別一人当たり医療費＿加入者・男女

円 円
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<2022年度受診分>STEP１-４ 一人当たり医療費（生活習慣病に関わる疾病）

生活習慣病に関わる疾病の一人当たり医療費について、被保険者では脳血管疾患がもっとも高く8,766円で、全組合集計を上回る。ついで高血圧症、高

脂血症である。

被扶養者では、糖尿病がもっとも高く2,725円で、全組合集計を大きく下回る。ついで高血圧症、高脂血症である。

加入者全体では、糖尿病がもっとも高く6,184円で、全組合集計を上回る。ついで高血圧症、高脂血症となっている。

ク．

ク①．生活習慣病に関わる疾病の一人当たりの医療費_被保険者

8,766

3,659

2,893

2,244

1,733

626

299

110

6

6

5,615

3,708

2,683

2,557

908

378

1,015

93

2

3

0 2,000 4,000 6,000 8,000

糖 尿 病

高 血 圧 症

高 脂 血 症

人 工 透 析

虚血性心疾患

高尿酸血症

脳血管疾患

肝機能障害

動 脈 閉 塞

高血圧性腎臓障害

自組合 全組合集計

円

2,725 

1,918 

1,225 

778 

306 

85 

34 

2 

0 

0 

7,715 

5,116 

3,509 

1,239 

1,325 

125 

606 

3 

3 

3,214 

0 2,000 4,000 6,000 8,000

糖 尿 病

高 血 圧 症

高 脂 血 症

脳血管疾患

虚血性心疾患

肝機能障害

高尿酸血症

高血圧性腎臓障害

動 脈 閉 塞

人 工 透 析

自組合 全組合集計

6,184 

2,914 

2,180 

1,285 

1,123 

504 

373 

99 

4 

3 

2,603 

1,691 

1,499 

1,616 

312 

693 

51 

46 

2 

1 

0 2,000 4,000 6,000 8,000

糖 尿 病

高 血 圧 症

高 脂 血 症

人 工 透 析

虚血性心疾患

脳血管疾患

高尿酸血症

肝機能障害

高血圧性腎臓障害

動 脈 閉 塞

自組合 全組合集計

円 円

ク②．生活習慣病に関わる疾病の一人当たりの医療費_被扶養者 ク③．生活習慣病に関わる疾病の一人当たりの医療費_加入
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<2022年度>STEP１-５ 健康分布図等

健康分布図について、男性では肥満が54.31％と半数を超えている。全組合集計の51.37％を2.94ポイント上回る。

女性の肥満は25.23％であり、全組合集計の22.32％を2.91ポイント上回る。

男女計の肥満は47.57％であり、全組合集計の39.41％を8.16ポイント上回る。ケ．

ケ．健康分布図＿男性

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満

自組合

全組合

45.69% 54.31%

48.63% 51.37%

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満
自組合 74.77% 25.23%

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満
自組合 52.43% 47.57%

ケ．健康分布図＿女性 ケ．健康分布図＿男女計

45.34%

15.17%

6.43%

10.74%

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満
全組合 77.68% 22.32%

29.8%

14.48%

6.67%

9.64%

Ａ．非肥満 Ｂ．肥満
全組合 60.59% 39.41%

39.52%

15.5%

10.33%

9.42%

22.94%

12.53%

7.95%

9.01%

7.78%

10.71%

11.17%

24.65%

7.57%

13.27%

10.73%

19.8%

17.95%

11.63%

7.23%

8.88%

18.91%

14%

6.85%

8.87%

4.86%

5.78%

5.78%

8.81%

5.37%

5.4%

3.86%

7.69%

7.11%

9.57%

9.92%

20.97%

6.66%

10.03%

7.9%

14.81%
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<2022年度>STEP１-５ 健康分布図等

コ・サ①．血圧値が保健指導基準値以上の者の割合＿加入者

5.3%
8.3%

6.8%
5.6%
7.7%

5.6%
6.6%

8.3%
13.2%

27.4%
21.5%

21.9%
16.1%

11.7%
19.3%

41.7%
31.6%

19.6%
25.7%

17.4%
18.6%

16.4%
20.2%

50.0%
50.0%

44.7%
46.0%

55.1%
57.6%

66.2%
53.9%

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

７０～７４歳

６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

コ・サ②．脂質値が保健指導基準値以上の者の割合＿加入者

5.3%
1.8%
2.9%
3.4%
2.5%
3.8%
3.0%

16.7%
15.8%
22.0%
18.7%

25.0%
27.2%
25.4%

23.5%

16.7%
29.0%

32.7%
35.1%

31.2%
28.5%

26.3%
30.7%

66.7%
50.0%

43.5%
43.4%
40.5%
41.8%

44.6%
42.9%

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

７０～７４歳
６５～６９歳

６０～６４歳

５５～５９歳

５０～５４歳

４５～４９歳

４０～４４歳

全年齢計

コ・サ③．血糖値が保健指導基準値以上の者の割合＿加入者

8.3%
13.2%

10.1%
10.9%

4.5%
3.7%
3.3%

6.5%

16.7%
13.2%

14.9%
8.7%

5.1%
4.6%
6.1%

7.4%

16.7%
18.4%
20.8%

19.0%
21.1%

12.7%
12.7%

17.3%

58.3%
55.3%
54.2%

61.4%
69.4%

79.0%
77.9%

68.8%

10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

７０～７４歳

６０～６４歳

５０～５４歳

４０～４４歳

加入者全体についてみると

・血圧では、保健指導基準値以上の者は全年齢計で46.1％である。40歳から64歳まで上がり

続け、最も高いのは60～64歳の55.3％と半数を超える。

・脂質では、保健指導基準値以上の者は全年齢計で57.1％である。40歳から64歳まで年齢に

よる変化は小さい。

・血糖では、保健指導基準値以上の者は全年齢計で31.2％である。最も低いのは45～49歳で

21.0％であり、最も高いのは60～64歳の45.8％である。

コ・サ

血圧(mmHg) 脂質(mg/dl) 血糖(mg/dl) 肥満 肝機能(U/L)

収縮期≧160 or
拡張期≧100

ＬＤＬ≧180 or
中性脂肪≧1000

空腹時血糖≧126
空腹時血糖が無いとき

HbA1c≧6.5%

ＡＳＴ≧51 or
ＡＬＴ≧51 or

γ ‐GT≧101

収縮期≧140 or

拡張期≧90

ＬＤＬ≧140 or

中性脂肪≧300

空腹時血糖≧110
空腹時血糖が無いとき
HbA1c≧6.0%

内臓脂肪面積≧100

 または
内臓脂肪面積＜100
and ＢＭＩ≧25

内臓脂肪面積が無いとき

腹囲：男≧85, 女≧90 または

腹囲：男＜85,女＜90
and ＢＭＩ≧25

内臓脂肪面積＜100
and ＢＭＩ＜25

内臓脂肪面積が無いとき
腹囲：男＜85,女＜90
and ＢＭＩ＜25

収縮期≧130 or
拡張期≧85

収縮期＜130 and
拡張期＜85

ＬＤＬ≧120 or

ＨＤＬ＜40 or
中性脂肪≧150

ＬＤＬ＜120 and
ＨＤＬ≧40 and

中性脂肪＜150

空腹時血糖≧100

空腹時血糖が無いとき
HbA1c≧5.6%

空腹時血糖＜100
空腹時血糖が無いとき

HbA1c＜5.6%

ＡＳＴ≧31 or

ＡＬＴ≧31 or
γ ‐GT≧51

ＡＳＴ＜31 and
ＡＬＴ＜51 and

γ ‐GT＜51
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<2022年度>

人 ％

*3疾病治療の服薬あり *3疾病治療の服薬なし

人 ％ 人 ％

140≦SBPまたは90≦DBP SBP＜140かつDBP＜90

人 ％ 人 ％

*高血圧治療の服薬なし *高血圧治療の服薬あり 特定保健指導終了者 特定保健指導未実施者

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

*服薬あり／なしは、問診回答で判定

*3疾病治療の服薬ありは、糖尿病、高血圧症、脂質異常症いずれか１つ以上の治療薬の服薬ありを指す

人 ％

*3疾病治療の服薬あり *3疾病治療の服薬なし

人 ％ 人 ％

HbA1c 6.5% 以上 HbA1c 6.4% 以下

人 ％ 人 ％

*糖尿病治療の服薬なし *糖尿病治療の服薬あり 特定保健指導終了者 特定保健指導未実施者

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

HbA1c数値

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

*服薬あり／なしは、問診回答で判定

*3疾病治療の服薬ありは、糖尿病、高血圧症、脂質異常症いずれか１つ以上の治療薬の服薬ありを指す

1.48

73 5.14
180≦SBP & 110≦DBP 1 0.23 1 0.23 19 1.91 21

160≦SPB＜180 & 100≦DBP＜110 10 2.35 17 3.99 46 4.63

16.50 274 19.30

130≦SBP＜140 & 85≦DBP＜90 44 10.33 62 14.55 52 6.80 129
140≦SBP＜160 & 90≦DBP＜100 39 9.15 71 16.67 164

16.86 287 20.21

672 87.84 血圧 合計

血圧
SBP＜130　& DBP＜85mmHg 91 21.36 90 21.13 41

185 43.43 241 56.57 99 12.16

5.36 543 70.98 765 53.87

994 70.00

229 23.04 765 76.96

血圧測定実施者数 1,420 実施率 100.00

426 30.00

2.56

ＨbＡ1c数値 【再掲】　8.4%～ 0 0.00 5 1.21 1 0.10 6 0.44

ＨbＡ1c数値　7.4%～ 4 0.97 27 6.55 4 0.42 35

4 0.97 21 5.10 2 0.21

ＨbＡ1c数値　6.5%～6.8% 11 2.67 18 4.37 6 0.63
ＨbＡ1c数値　6.9%～7.3% 27 1.97

8.01 17 4.13

581 61.55 852 62.28

3.50 92 6.73

17.80 327 23.90

35 2.56

ＨbＡ1c数値　5.6%～5.9% 97 23.54 5 1.21 57

9 0.95 33

6.04 168
ＨbＡ1c数値　6.0%～6.4% 33

782 82.84 HbA1c 合計

ＨbＡ1c数値　～5.5% 175 42.48 0 0.00 96 10.17

324 78.64 88 21.36 162 17.16

956 69.88

12 1.26 944 98.74

HbA1c実施者数 1,368 実施率 96.34

412 30.12

STEP１-６ 生活習慣病リスクと医療機関の受診状況等

脳卒中リスクについて、３疾病治療の服薬なしの994人のうち229人（23.04％）は、受診勧奨基準値以上（収縮期血圧140mmHg以上または拡張期血圧
90mmHg以上）である。
糖尿病リスクについて、３疾病治療の服薬なしの956人のうち12人（1.26％）は、受診勧奨基準値以上（HbA1c6.5%以上）である。

ス.

セ.

生活習慣病健診レベル判定について、受診勧奨基準値以上の者は254人であるが、そのうち197人（77.6％）は生活習慣病関係で受診していない。シ.

円

シ．（生活習慣病・健診レベル判定と医療受診状況）
【リスクフローチャート】

ス．（脳卒中／心疾患）

セ．（糖尿病）

197人 57人

0 100 200 300

受診勧奨基準値以

上

141人

197人

255人

371人

145人

285人

57人

59人

56人

83人

0 100 200 300 400 500

服薬あり

受診勧奨基準値以上

保健指導基準値以上

基準範囲内

健
診
受
診
者
の
健
康
レ
ベ
ル
判
定

健
診
非
受
診
者

生活習慣病レセなし 生活習慣病レセあり

人

（在職）
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<2022年度受診分>STEP１-７ 後発医薬品の使用状況

後発医薬品の使用割合について2022年度の各月の状況をみると、最も低いのは2022年12月の80.70％であり、

最も高いのは2022年7月の85.77％である。2022年4月、6月、12月と2023年2月は全組合集計を下回った。ソ．

82.82 

82.85 

82.64 

82.04 

82.19 

82.06 

82.26 

83.35 

83.24 

83.32 

83.40 

83.04 

81.27 

82.93 

81.24 

85.77 

84.40 

82.36 

84.44 

83.83 

80.70 

83.84 

83.28 

83.90 

40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

2022年4月

2022年5月

2022年6月

2022年7月

2022年8月

2022年9月

2022年10月

2022年11月

2022年12月

2023年1月

2023年2月

2023年3月

自組合 全組合集計

ソ．（後発医薬品の使用割合）
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タ．

＜2021年度（令和3年度）＞

特定健康診査の問診票における喫煙状況をみると、男性の38.0％が喫煙者であり、全組合集計の32.4％より5.6ポイント下回る。
※　全組合データは、健保連調査「特定健診の「問診回答」に関する調査（令和5年8月発表）」より令和3年度（2021年度）の状況である。

STEP１-８ 喫煙状況

タ①．男性

0%

20%

40%

60%

80%

100%
はい いいえ

0%

20%

40%

60%

80%

100%
はい いいえ

0%

20%

40%

60%

80%

100% はい いいえ

タ②．女性 タ③．男女計

0%

20%

40%

60%

80%

100%
はい いいえ

0%

20%

40%

60%

80%

100%
はい いいえ

0%

20%

40%

60%

80%

100% はい いいえ

当

組

合

全

組

合

38.0%

32.4%

8.0%

31.0%

10.3%

23.8%
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<2021年度実績分>STEP１-９ 健康状況および生活習慣【健康スコアリングレポートより】

2022年度版（2021年度実績分）健康スコアリングレポートから抜粋。

健康状況について、2021年度の特定健診受診者の結果をみたところ、肥満リスクは「不良」であり、血圧リスクと肝機能リスクが「やや不良」だった。

生活習慣について、同じく2021年度の特定健診の問診の回答をみたところ、運動習慣リスクは「やや良好」だったが、食事習慣リスクが「やや不良」で

あり、喫煙習慣、飲酒習慣、睡眠習慣リスクは「不良」だった。

チ．

ツ．

チ．貴組合の健康状況（生活習慣病リスク保有者の割合）

ツ．組合の生活習慣（適正な生活習慣を有する者の割合）
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1
被扶養者の特定健診実施率が全組合平均を下回る  被扶養者が健保が保健事業として行っている健診を受診する様周知と勧

奨を行うとともに、実施済の健診結果を提出いただける仕組みの追究を
行う

2 被保険者の特定保健指導の実施率が全組合計を上回ってる。高い実施率の継
続  委託会社を複数化し、指導内容の選択制を実施。各事業所の就業実態、

特性を踏まえながら、対象者の受診上の障害を回避 

3
被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝
疾患」「循環器系疾患」が高い  生活習慣病対策を進める。人間ﾄﾞｯｸ、婦人健診による総日発見だけでな

く、病気と付き合いながら医療費が今以上に増加しない、状態が悪化し
ないような対策を講じる

4 男性の肥満者は50%以上
受診勧奨基準値超えの対象者は全組合平均を上回る  ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ対策としての特定保健指導を進める

5 男性の喫煙率が高い  事業所から情報を得て実態を踏まえ、協同で必要な施策を決め、実施し
てゆく

基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
被保険者の９割を男性が占める
男女ともに50歳代が多く、高齢化が進んでいる
また加入者構成が偏っている

 今後予想される加入者の高齢化に備え、その前の世代の40歳代への疾病予防を特定保健
指導を中心に行う

保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
疾病予防対策としての人間ﾄﾞｯｸ・婦人健診への健保の補助は十分な内容となっている  加入者が健診を受けやすくするための経済的な負担を軽減することを継続し、健診ﾃﾞｰﾀ

の入手、さらに対象者への特定保健指導を行う
これを継続的に実施してゆくことで更に医療費の削減をつなげてゆく

ア

ア

イ

ウ

カ
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
　保健指導宣伝 　健康管理事業 推進委員会
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　個別的情報提供ツール
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　ホームページ
　保健指導宣伝 　機関誌発行
　疾病予防 　医療健康情報提供
　体育奨励 　生活習慣改善イベント
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査事業
　特定保健指導事業 　特定保健指導事業
　保健指導宣伝 　事業所配布情報誌
　保健指導宣伝 　育児専門誌『赤ちゃんと！』
　保健指導宣伝 　後発医薬品の差額通知
　保健指導宣伝 　重症化予防事業
　疾病予防 　人間ドック
　疾病予防 　婦人健診
　疾病予防 　がん郵送検診
　疾病予防 　心の健康相談
　疾病予防 　予防接種補助
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
特定健康診査・特定保健指導において、単一健保組合として求められる水準を安定的に達成、維持する

事業全体の目標
特定健康診査の受診率90%以上、特定保健指導の実施率60%以上
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職場環境の整備
保
健
指
導
宣
伝

1 既
存

健康管理事業
推進委員会 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ ク 遠隔地とのWeb会議も含め実施。必要に応

じて産業医に出席を求め、講話を受ける ア
理事長が各事業所の
労務担当者に対し委
員を委嘱

外部委託しない 0 年度内１回実施 健康管理事業推進委員会の開催継続 該当なし

委員会開催数(【実績値】1回　【目標値】令和6年度：1回)健康管理事業推進委員会の１回/年度の開催 健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

2 新
規

個別的情報提
供ツール 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 １ ク 健診結果を掲載した紙の情報提供通知を配

布 イ
委託会社：(受診勧奨)
未定、(特定保健指導)
事前に選定する複数
業者

外部委託しない 0
事業の詳細を詰める 
今年度実施しない理由：令和６年度で詳細を詰め、令和７年度からの実施を目指す

生活習慣病関連の健診結果数値が医療機関
受診ﾚﾍﾞﾙ者を抽出。個別性を重視した行動
変容の促しを行う「情報提供通知」を送付

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

実施率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：-％)基準該当者への「情報提供」の実施（100%） 受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：-％)受診勧奨数値以上者の受診率向上（15%以上）
特定保健指導の場合には指導実施率

2 既
存 医療費通知 全て 男女

0
〜
74

基準該
当者 １ ク

紙媒体(1回/年度)、Web(毎月更新)を利用し
た医療費の通知
柔整整復の療養費の通知(１回/年度)

シ 委託会社：㈱法研、ｶ
ﾞﾘﾊﾞｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱ 外部委託しない 1,654 医療費の通知：準備完了の際、案内

柔整整復の療養費：１回/年度の発送 医療費通知の発行の継続実施
被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

配布率(【実績値】100％　【目標値】令和6年度：100％)高額/頻回/重複受診の医療抑制効果の検証（配布率100%） 健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

2 既
存 ホームページ 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ ス 管理・ｺﾝﾃﾝﾂのｻﾎﾟｰﾄを委託会社から受ける シ 委託会社：㈱法研 外部委託しない 447 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの掲載内容の確認とそれに伴う所要の改定を実施 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用の継続実施

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

年間アクセス数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：6,800件)前年度年間アクセス数の維持 健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

2 既
存 機関誌発行 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス

けんぽﾆｭｰｽの４回/年度の発行、Websiteへ
の掲載
うち夏号は「健保特集号」として加入者が
利用できる保健事業を紹介した冊子を作製
、被保険者の自宅に郵送

シ 委託会社：㈱法研 外部委託しない 616 けんぽﾆｭｰｽの４回/年度の発行
うち夏号は冊子を作製、郵送にて配布 健保発行の機関紙の配布継続

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

配布率(【実績値】100％　【目標値】令和6年度：100％)・配布率100％ 当健康保険組合の現状や保険事業の内容の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

疾
病
予
防

2 既
存

医療健康情報
提供 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ エ

Websiteにﾊﾞﾅｰを貼り、有益な医療健康情報
を提供するｻｲﾄに誘導 シ 委託業者：㈱法研 外部委託しない 1,320 委託業者に専用Website準備依頼 医療健康情報の提供継続

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

アクセス数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：70件)前年度年間アクセス数の維持 健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

体
育
奨
励

2 新
規

生活習慣改善
イベント 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ ケ Webを活用した参加型のｳｵｰｷﾝｸﾞ等のｲﾍﾞﾝﾄ シ 外部業者への委託を

想定 未定 -
- 
今年度実施しない理由：令和６年度で詳細を詰め、令和７年度からの実施を目指す。毎年見直す

加入者の健康課題に応じたｲﾍﾞﾝﾄの展開
男性の肥満者は50%以上
受診勧奨基準値超えの対象者は全組合平均を
上回る

- -
個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3

既
存(

法
定)

特定健康診査
事業 全て 男女

40
〜
74

加入者
全員 １ ク

【被保険者】事業主および自組合の健診の
仕組みにおいて受診
【被扶養者】自組合の健診制度での受診。
その他の健診の仕組みのもと受診状況があ
れば、健診結果を提供依頼を行う。受診の
状況が芳しくない場合は、受診勧奨を行う

ア 健診代行機関・委託
会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 外部委託しない 4,400 被保険者：実施率99%。基本は従来の仕組みに基づき実施

被扶養者：実施率46%。未受診者への受診勧奨。令和６年度は健診結果の提供依頼を試行実施 特定健康診査事業の継続実施 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

実施率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：85％)健診実施の促進(特定健康診査等実施計画第四期の目標実施率以上) 内臓脂肪症候群該当者割合(【実績値】-　【目標値】令和6年度：16％)内臓脂肪症候群該当者割合16%
特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導
事業 全て 男女

40
〜
74

基準該
当者 １ ク

特定健診結果を入手できた事業所から順次
健保主導で実施。①事業所との連携体制構
築、②委託会社の選択・日程調整、③各事業
所の特性を踏まえながら、対象者の受診上
の障害を回避して実施

ア

委託会社：令和5年度
時点で
SOMPOﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ㈱、
RIZAP㈱の2社。今後
も必要に応じて見直
してゆく

外部委託しない 10,000 被保険者+被扶養者・実施率75%
委託先は毎年検討 特定保険事業の継続実施

男性の肥満者は50%以上
受診勧奨基準値超えの対象者は全組合平均を
上回る

特定保健指導実施率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：75％)実施の促進(特定健康診査等実施計画第四期の目標実施率以上) 特定保健指導による特定保健指導対象者の減少率（３年平均）(【実績値】-　【目標値】令和6年度：22％)特定保健指導対象者の減少率22％以上（3年平均）

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 外部委託先 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標
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保
健
指
導
宣
伝

5 既
存

事業所配布情
報誌 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス

健康保険組合連合会発行の情報冊子「すこ
やか健保」の各事業所への配布の継続(12回/
年度)

シ 冊子作成：健康保険
組合連合会 外部委託しない 40 健康保険組合連合会発行の情報冊子「すこやか健保」の配布(12回/年度) 情報誌の各事業所への配布の継続実施 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

事業所配布率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)・事業所配布率100% 健保組合を取り巻く環境や動静の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

5 既
存

育児専門誌『
赤ちゃんと！
』

全て 女性
18
〜
74

基準該
当者 １ ス 分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の

配布継続 シ 委託会社：㈱赤ちゃ
んとママ社 外部委託しない 146 育児の情報冊子「赤ちゃんと」を配布(12回/年) 分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の

配布継続
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

配布率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)・配布率100％ 子育て、育児に関する健康情報の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

7 既
存

後発医薬品の
差額通知 全て 男女

0
〜
74

基準該
当者 １ ク 後発医薬品の差額通知の配布継続 シ

基幹ｼｽﾃﾑ会社(㈱NTTﾃ
ﾞｰﾀ)のｼｽﾃﾑを使用し、
健保で内製化

外部委託しない 258 後発医薬品差額通知を発行、配布 後発医薬品の差額通知の配布継続 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

対象者配布率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)効果的な対象者への配布率100％ ジェネリック使用率（３年平均）(【実績値】-　【目標値】令和6年度：60％)ジェネリック使用率60％以上

4 既
存

重症化予防事
業 全て 男女

0
〜
74

基準該
当者 ３ ク 健診ﾃﾞｰﾀから受診勧奨者を抽出。健診結果

を掲載した情報提供通知を配布 ウ 外部事業者へ委託を
想定 外部委託しない 5,590

令和6年度で詳細を詰め、令和７年度からの実施を目指す
受診勧奨数値以上者および受診実績の把握 
今年度実施しない理由：令和６年度で詳細を詰め、令和７年度からの実施を目指す

第三期データヘルス計画に取り組む中で、
重症化予防対策の実施継続

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

受診勧奨数値以上者への通知率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)受診勧奨数値以上者への100％通知 受診勧奨数値以上者の受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：30％)受診勧奨数値以上者の受診率30%以上
疾
病
予
防

3 既
存 人間ドック 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス 専用Websiteを利用した受診券発行

ｵﾌﾟｼｮﾝで各種がん検査や脳ﾄﾞｯｸを選択可 シ 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 外部委託しない 16,286 健康状態の確認、疾病の早期発見、費用の一部補助(40歳以上)、特定健診の上乗せとして実施(１
回/年) 人間ﾄﾞｯｸの実施継続

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新
生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器
系疾患」が高い

ホームページ更新年回数、機関誌への掲載年回数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：1回)ホームページ更新年1回以上
機関誌への掲載年1回以上 受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：20％)受診の促進（受診率20％以上)30歳以上を対象

3 既
存 婦人健診 全て 女性

18
〜
74

加入者
全員 １ ケ 被扶養者のうち妻・母・義母が対象

巡回健診・施設健診の２種類を実施 カ 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 外部委託しない 5,091
婦人科疾患の早期発見・早期発見
費用の一部補助
女性の健康課題に対応する目的で、婦人科疾患に特化した健診ﾒﾆｭｰを提供

主婦巡回健診の実施継続 被扶養者の特定健診実施率が全組合平均を下
回る

事業案内配布率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)事業案内配布率100％ 受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：40％)受診の促進（受診率40％以上)

3 既
存 がん郵送検診 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス 受診の案内

希望者が申し込み後、検査ｷｯﾄを郵送、受検 シ
委託会社：一般財団
法人　日本健康増進
財団(令和６年度より
切り替え)

外部委託しない 1,200 がんの早期発見、早期治療
被保険者、被扶養配偶者の希望者に実施(１回/年) がん郵送検診の実施継続 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

事業案内配布率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：100％)事業案内配布率100％ 受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：50％)受診の促進（受診率50％)

3 既
存 心の健康相談 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス 専用有資格者によるｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ シ 委託会社：㈱法研 外部委託しない 290

健康不安に対する専門職の対応窓口
不安解消と適正受診の促進
２４時間電話対応
医療機関案内
Web相談
専門医との相談可能

心と体の健康相談の実施継続 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

利用回数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：4回)相談希望者への対応 相談を希望する人への適切な対応が目的
(アウトカムは設定されていません)

8 既
存 予防接種補助 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ ス

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種を受けた後、Websiteを利
用した補助金申請と、これを支払処理につ
なげるｼｽﾃﾑを利用

シ 委託会社：㈱法研 外部委託しない 1,732 疾病予防・感染症疾患の重症化予防のため、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種による疾病予防を推進するための補
助金支給 予防接種補助の実施継続 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

利用者数(【実績値】-　【目標値】令和6年度：450人)利用数の維持 予防接種を受けた方への補助金支給が目的である為
(アウトカムは設定されていません)

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) 事業名の後に「*」がついている事業は共同事業を指しています。また、事業名の後に「**」がついている事業はPFS事業を指しています。
注３) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注４) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用  オ．専門職による健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施

ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  シ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  ス．その他
注５) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．外部委託先の専門職との連携体制の構築  エ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  オ．自治体との連携体制の構築  カ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  キ．保険者協議会との連携体制の構築  ク．その他の団体との連携体制の構築

ケ．保険者内の専門職の活用（共同設置保健師等を含む）  コ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  サ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  シ．その他

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 外部委託先 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標
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STEP４-１ 事業報告
事業の一覧
職場環境の整備

1 健康管理事業 推進委員会
加入者への意識づけ

2 医療費通知
3 医療健康情報提供
4 ホームページ
5 機関誌発行

個別の事業
1 特定健康診査事業
2 特定保健指導事業
3 事業所配布情報誌
4 育児専門誌『赤ちゃんと！』
5 後発医薬品の差額通知
7 人間ドック
8 婦人健診
9 がん郵送検診

10 心の健康相談
11 予防接種補助
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健康管理事業 推進委員会

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

【 保健事業の基盤 】職場環境の整備
1 事業名

健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
1-
ア 実施主体 計

画
１．健保
組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績

1-
ア

実
績

１．健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ク 実施方法 計

画
遠隔地とのWeb会議も含め実施。必要に応じて産業医に出席を求め、講
話を受ける 予算額 0千円

実
績 ク 実

績
遠隔地とのWeb会議も含め実施。必要に応じて産業医に出席を求め、講
話を受ける

注3)ストラクチャー分
類

計
画 ア 実施体制 計

画 理事長が各事業所の労務担当者に対し委員を委嘱 決算額 - 千円
実
績 ア 実

績 理事長が各事業所の労務担当者に対し委員を委嘱
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
健康管理事業推進委員会の開催継続

アウトプット指標  委員会開催数（【令和5年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和6年度：1回/3回　【達成度】300%）健康管理事業推進委員会の１回/年度の開催[-] 
アウトカム指標

 
健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

該当なし

年度内１回実施

実施状況・時期  令和6年度において、①8/20（検認、保険証の廃止）、②11/25（保険証の廃止）、③令和7.3/6（保険証の廃止、ｳｵｰｷﾝｸﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝの検討）の3回開催
成功・推進要因

保険証の廃止に関し、各事業所の労務担当者が不安を抱かず実務を出来る様、詳細について重ねて情報を伝えた。新たな保健事業（ｳｵｰｷﾝｸﾞｷｬﾝﾍﾟｰﾝ）の検討も行った
課題及び阻害要因  なし
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外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託していなかった
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医療費通知

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  基準該当者

【 保健事業の基盤 】加入者への意識づけ
2 事業名

健康課題との関連
分類

注1)事業分類 計
画 2 実施主体 計

画
１．
健保
組合

予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績
１．
健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  基準該当者

注2)プロセス分類 計
画 ク 実施方法 計

画
紙媒体(1回/年度)、Web(毎月更新)を利用した医療費の通知
柔整整復の療養費の通知(１回/年度) 予算額 1,654千円

実
績 ク 実

績
紙媒体(1回/年度)、Web(毎月更新)を利用した医療費の通知
柔整整復の療養費の通知(１回/年度)

注3)ストラクチャー分類 計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱法研、ｶﾞﾘﾊﾞｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱ 決算額 97 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱法研、ｶﾞﾘﾊﾞｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器系疾患」が高い

医療費の通知：準備完了の際、案内
柔整整復の療養費：１回/年度の発送
実施状況・時期

紙媒体は令和６年度を最後とすることを通知済。令和7年度からは毎月ﾃﾞｰﾀ更新をしている「MY HEALTH WEB」上での公開に一本化の予定。柔整整復の療養費の通知は11月に
39通作成・発送。
成功・推進要因

医療費の通知は、毎月ﾃﾞｰﾀの更新をし、公開後はいつでも見ることができる。柔整整復の療養費の通知は、委託業者との間で対象者を選定した上で、実施。
課題及び阻害要因  なし
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医療健康情報提供

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

医療費通知の発行の継続実施

アウトプット指標  配布率（【令和5年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）高額/頻回/重複受診の医療抑制効果の検証（配布率100%）[-] 
アウトカム指標

 
健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託
の有
無

外部委託した

外部
委託
先事
業者

株式会社 法研（健康づくり事業）

3 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画

１．健
保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績
１．健
保組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 エ 実施方法 計

画 Websiteにﾊﾞﾅｰを貼り、有益な医療健康情報を提供するｻｲﾄに誘導 予算額 1,320千円
実
績 エ 実

績 Websiteにﾊﾞﾅｰを貼り、有益な医療健康情報を提供するｻｲﾄに誘導

注3)ストラクチャー分類 計
画 シ 実施体制 計

画 委託業者：㈱法研 決算額 1,320 千円
実
績 シ 実

績 委託業者：㈱法研
実施計画
(令和6年度)

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器系疾患」が高い

委託業者に専用Website準備依頼
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ホームページ

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
医療健康情報の提供継続

アウトプット指標  アクセス数（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：70件/36件　【達成度】51.4%）前年度年間アクセス数の維持[-] 
アウトカム指標

 
健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託
の有
無

外部委託した

外部
委託
先事
業者

株式会社 法研（健康づくり事業）

4 事業名
健康課題との関連
分類

注1)事業分類 計
画 2 実施主体 計

画
１．
健保
組合

予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績
１．
健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画 管理・ｺﾝﾃﾝﾂのｻﾎﾟｰﾄを委託会社から受ける 予算額 447千円

実施状況・時期  専門の委託業者により適宜適切に内容更新の上、実施
成功・推進要因  専門の外部業者に委託
課題及び阻害要因  なし

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器系疾患」が高い

32



機関誌発行

実
績 ス 実

績 管理・ｺﾝﾃﾝﾂのｻﾎﾟｰﾄを委託会社から受ける

注3)ストラクチャー分類 計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱法研 決算額 64 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱法研
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの活用の継続実施

アウトプット指標
 
年間アクセス数（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：6,800件/16,682件　【達成度】245%）前年度年間アクセス数の維持
[-] 

アウトカム指標
 
健康情報の共有を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託の
有無 外部委託した

外部委
託先事
業者

株式会社 法研（健康づくり事業）

5 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画

１．健
保組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績
１．健
保組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの掲載内容の確認とそれに伴う所要の改定を実施

実施状況・時期  保険証の廃止関連等、主として法令の改正に伴うものを中心に、必要に応じ改訂を実施
成功・推進要因  健保担当者の改訂に関する意識付け、委託会社による法改正情報の的確な把握
課題及び阻害要因  なし

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器系疾患」が高い
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員対象者 計
画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画
けんぽﾆｭｰｽの４回/年度の発行、Websiteへの掲載
うち夏号は「健保特集号」として加入者が利用できる保健事業を紹介し
た冊子を作製、被保険者の自宅に郵送

予算額 616千円

実
績 ス 実

績
けんぽﾆｭｰｽの４回/年度の発行、Websiteへの掲載
うち夏号は「健保特集号」として加入者が利用できる保健事業を紹介し
た冊子を作製、被保険者の自宅に郵送

注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱法研 決算額 1,531 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱法研
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
健保発行の機関紙の配布継続

アウトプット指標  配布率（【令和5年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）・配布率100％[-] 
アウトカム指標

 
当健康保険組合の現状や保険事業の内容の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託した

けんぽﾆｭｰｽの４回/年度の発行
うち夏号は冊子を作製、郵送にて配布
実施状況・時期  年４回の発行。夏号は紙面製作後、被保険者の自宅宛て郵送
成功・推進要因  委託会社の見本誌の活用。加入者にとって有益な情報の発信
課題及び阻害要因  なし
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績
外
部
委
託
先
事
業
者

株式会社 法研（健康づくり事業）
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特定健康診査事業

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  加入者全員

【個別の事業】
1 事業名

健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
3-
ア 実施主体 計

画
１．健保
組合 予算科目 特定健康診査事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績

3-
ア

実
績

１．健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ク 実施方法 計

画
【被保険者】事業主および自組合の健診の仕組みにおいて受診
【被扶養者】自組合の健診制度での受診。その他の健診の仕組みのもと
受診状況があれば、健診結果を提供依頼を行う。受診の状況が芳しくな
い場合は、受診勧奨を行う

予算額 4,400千円

実
績 ク 実

績
【被保険者】事業主および自組合の健診の仕組みにおいて受診
【被扶養者】自組合の健診制度での受診。その他の健診の仕組みのもと
受診状況があれば、健診結果を提供依頼を行う。受診の状況が芳しくな
い場合は、受診勧奨を行う

注3)ストラクチャー分
類

計
画 ア 実施体制 計

画 健診代行機関・委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 決算額 5,230 千円
実
績 ア 実

績 健診代行機関・委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

被保険者：実施率99%。基本は従来の仕組みに基づき実施
被扶養者：実施率46%。未受診者への受診勧奨。令和６年度は健診結果の提供依頼を試行実施
実施状況・時期  被保険者：事業主が実施する健康診断結果の入手は問題なく実施。被扶養者：健保が実施する婦人健診・人間ﾄﾞｯｸの結果の入手は問題なく実施
成功・推進要因  被保険者：各事業主の協力を得た診断結果の速やかな入手
課題及び阻害要因  被扶養者：健保が実施する婦人健診・人間ﾄﾞｯｸの受診者の更なる増加
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特定保健指導事業

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  基準該当者

特定健康診査事業の継続実施

アウトプット指標
 
実施率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：85％/87.1％　【達成度】102%）健診実施の促進(特定健康診査等実施計画第四期の目標実施率以上)
[実績は2024年度] 

アウトカム指標
内臓脂肪症候群該当者割合（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：16％/20.1％　【達成度】95.1%）内臓脂肪症候群該当者割合16%[実績はポータルサイト・健保組合の共通の評価
指標（2023年度）より] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託した

外
部
委
託
先
事
業
者

株式会社イーウェル（特定健診）

2 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
4-
ア 実施主体 計

画
１．健保
組合 予算科目 特定保健指導事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績

4-
ア

実
績

１．健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  基準該当者

男性の肥満者は50%以上
受診勧奨基準値超えの対象者は全組合平均を上回る
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注2)プロセス分類 計
画 ク 実施方法 計

画
特定健診結果を入手できた事業所から順次健保主導で実施。①事業所との
連携体制構築、②委託会社の選択・日程調整、③各事業所の特性を踏まえ
ながら、対象者の受診上の障害を回避して実施

予算額 10,000千円

実
績 ク 実

績
特定健診結果を入手できた事業所から順次健保主導で実施。①事業所との
連携体制構築、②委託会社の選択・日程調整、③各事業所の特性を踏まえ
ながら、対象者の受診上の障害を回避して実施

注3)ストラクチャー分
類

計
画 ア 実施体制 計

画
委託会社：令和5年度時点でSOMPOﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ㈱、RIZAP㈱の2社。今後も
必要に応じて見直してゆく 決算額 8,186 千円

実
績 ア 実

績
委託会社：令和5年度時点でSOMPOﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ㈱、RIZAP㈱の2社。今後も
必要に応じて見直してゆく

実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
特定保険事業の継続実施

アウトプット指標
特定保健指導実施率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：75％/68.6％　【達成度】91%）実施の促進(特定健康診査等実施計画第四期の目標実施率以上)[実績は2024年度] 
アウトカム指標

特定保健指導による特定保健指導対象者の減少率（３年平均）（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：22％/25.4％　【達成度】115.5%）特定保健指導対象者の減少率22％以上（3
年平均）[実績はポータルサイト・健保組合の共通の評価指標（2023年度）より] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託した

被保険者+被扶養者・実施率75%
委託先は毎年検討
実施状況・時期  RAIZAP㈱【運動】とSOMPOﾍﾙｽｻﾎﾟｰﾄ㈱【食事指導】の選択制を実施
成功・推進要因  各事業所労務担当部署の協力を得た受診勧奨。委託会社を２社用意し、指導対象者が指導内容を選択できるようにした
課題及び阻害要因  指導対象者と個別に初回面談日程の調整をする場合の実施率の低下。継続支援途中の脱落者の存在
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事業所配布情報誌

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

外
部
委
託
先
事
業
者

ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社（特定保健指導）、RIZAP株式会社（特定保健指導）

3 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
5-
ス 実施主体 計

画
１．健保
組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績

5-
ス

実
績

１．健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画
健康保険組合連合会発行の情報冊子「すこやか健保」の各事業所への配
布の継続(12回/年度) 予算額 40千円

実
績 ス 実

績
健康保険組合連合会発行の情報冊子「すこやか健保」の各事業所への配
布の継続(12回/年度)

注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 冊子作成：健康保険組合連合会 決算額 40 千円
実
績 シ 実

績 冊子作成：健康保険組合連合会
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

健康保険組合連合会発行の情報冊子「すこやか健保」の配布(12回/年度)

実施状況・時期  すこやか健保の配布実施。12回/年
成功・推進要因  事業所への毎月の書類送付の際に同封することで確実な配布
課題及び阻害要因  なし
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育児専門誌『赤ちゃんと！』

対象事業所  全て 性別  女性 年齢  18 〜 74 対象者分類  基準該当者

情報誌の各事業所への配布の継続実施

アウトプット指標  事業所配布率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）・事業所配布率100%[-] 
アウトカム指標

 
健保組合を取り巻く環境や動静の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託していなかった

4 事業名
健康課題との関連
分類

注1)事業分類 計
画 5-イ 実施主体 計

画
１．
健保
組合

予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 5-イ 実

績
１．
健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  女性 年齢  18 〜 74 対象者分類  基準該当者

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画 分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の配布継続 予算額 146千円
実
績 ス 実

績 分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の配布継続
注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱赤ちゃんとママ社 決算額 190 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱赤ちゃんとママ社
実施計画
(令和6年度)

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

育児の情報冊子「赤ちゃんと」を配布(12回/年)
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後発医薬品の差額通知

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  基準該当者

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
分娩被保険者、配偶者向けに保健指導誌の配布継続

アウトプット指標  配布率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）・配布率100％[-] 
アウトカム指標

 
子育て、育児に関する健康情報の周知を目指している
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託
の有
無

外部委託した

外部
委託
先事
業者

株式会社赤ちゃんとママ社（健康づくり事業）

5 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
7-
イ 実施主体 計

画
１．健
保組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績

7-
イ

実
績

１．健
保組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  基準該当者

注2)プロセス分類 計
画 ク 実施方法 計

画 後発医薬品の差額通知の配布継続 予算額 258千円
実
績 ク 実

績 後発医薬品の差額通知の配布継続

実施状況・時期  情報冊子「赤ちゃんと」の毎月配布実施
成功・推進要因  委託業者に対し毎月、新規対象者リストを渡す
課題及び阻害要因  なし

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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人間ドック

注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 基幹ｼｽﾃﾑ会社(㈱NTTﾃﾞｰﾀ)のｼｽﾃﾑを使用し、健保で内製化 決算額 - 千円
実
績 シ 実

績 基幹ｼｽﾃﾑ会社(㈱NTTﾃﾞｰﾀ)のｼｽﾃﾑを使用し、健保で内製化
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
後発医薬品の差額通知の配布継続

アウトプット指標  対象者配布率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）効果的な対象者への配布率100％[-] 
アウトカム指標

ジェネリック使用率（３年平均）（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：60％/60％　【達成度】100%）ジェネリック使用率60％以上[使用金額割合60%。目標に対し、移行がどこ
まで進んでいるかを達成率とする。2024年度使用金額：後発医薬品5,647千円。先発医薬品3,778千円] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託していなかった

7 事業名
健康課題との関連
分類

注1)事業分類 計
画 3-イ 実施主体 計

画
１．
健保
組合

予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-イ 実

績
１．
健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容

後発医薬品差額通知を発行、配布

実施状況・時期  基幹システムの機能を使用し、健保内で内製化して実施
成功・推進要因  健保内で行うため、委託費用が発生しない
課題及び阻害要因  後発医薬品切替通知を発送した後の対象者の行動変容

被保険者(男女計)の１人当たり医療費では「新生物」「内分泌。栄養・代謝疾患」「循環器系疾患」が高い
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

婦人健診

対象者 計
画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画
専用Websiteを利用した受診券発行
ｵﾌﾟｼｮﾝで各種がん検査や脳ﾄﾞｯｸを選択可 予算額 16,286千円

実
績 ス 実

績
専用Websiteを利用した受診券発行
ｵﾌﾟｼｮﾝで各種がん検査や脳ﾄﾞｯｸを選択可

注3)ストラクチャー分類 計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 決算額 - 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
人間ﾄﾞｯｸの実施継続

アウトプット指標
 
ホームページ更新年回数、機関誌への掲載年回数（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：1回/2回　【達成度】200%）ホームページ更新年1回以上
機関誌への掲載年1回以上[けんぽニュース春号に加えて、夏号で保健事業特集号として記事を掲載] 

アウトカム指標
 
受診率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：20％/15.1％　【達成度】75.5%）受診の促進（受診率20％以上)30歳以上を対象
[受診者数338/対象者数2,232=15.1%] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託
の有
無

外部委託した

外部
委託
先事
業者

株式会社イーウェル（特定健診）

8 事業名
健康課題との関連
分類

健康状態の確認、疾病の早期発見、費用の一部補助(40歳以上)、特定健診の上乗せとして実施(１回/年)

実施状況・時期  年間を通じて保健事業として実施
成功・推進要因  委託業者の起用による事務の効率化
課題及び阻害要因  なし

被扶養者の特定健診実施率が全組合平均を下回る
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対象事業所  全て 性別  女性 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注1)事業分類 計
画 3-エ 実施主体 計

画
１．健
保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-エ 実

績
１．健
保組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  女性 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ケ 実施方法 計

画
被扶養者のうち妻・母・義母が対象
巡回健診・施設健診の２種類を実施 予算額 5,091千円

実
績 ケ 実

績
被扶養者のうち妻・母・義母が対象
巡回健診・施設健診の２種類を実施

注3)ストラクチャー分
類

計
画 カ 実施体制 計

画 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ 決算額 - 千円
実
績 カ 実

績 委託会社：㈱ｲｰｳｪﾙ

実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標

婦人科疾患の早期発見・早期発見
費用の一部補助
女性の健康課題に対応する目的で、婦人科疾患に特化した健診ﾒﾆｭｰを提供
実施状況・時期  年間を通じて巡回・施設に分けて事業を実施
成功・推進要因  長年に渡り実施していることでの高い周知度。委託業者による安定した運営
課題及び阻害要因  なし
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がん郵送検診

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

主婦巡回健診の実施継続

アウトプット指標
事業案内配布率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）事業案内配布率100％[健診機関リストの紙での印刷を中止し、健保Websiteへの掲載に変
更] 
アウトカム指標

 
受診率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：40％/31.9％　【達成度】80%）受診の促進（受診率40％以上)
[40歳以上を対象(2024/4末)。受診者数172/冊子配布数540=31.9%] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託
の有
無

外部委託していなかった

9 事業名
健康課題との関連
分類
注1)事業分類 計

画
3-
ウ 実施主体 計

画
１．健
保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績

3-
ウ

実
績

１．健
保組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画
受診の案内
希望者が申し込み後、検査ｷｯﾄを郵送、受検 予算額 1,200千円

実
績 ス 実

績
受診の案内
希望者が申し込み後、検査ｷｯﾄを郵送、受検

注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：一般財団法人　日本健康増進財団(令和６年度より切り替え) 決算額 739 千円

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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心の健康相談

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

実
績 シ 実

績 委託会社：一般財団法人　日本健康増進財団(令和６年度より切り替え)
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
がん郵送検診の実施継続

アウトプット指標  事業案内配布率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：100％/100％　【達成度】100%）事業案内配布率100％[-] 
アウトカム指標

 
受診率（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：50％/12.3％　【達成度】12.3%）受診の促進（受診率50％)
[受診者数247/ﾁﾗｼ配布数2003=12.3%] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委
託
の
有
無

外部委託していなかった

10 事業名
健康課題との関連
分類

注1)事業分類 計
画 3-キ 実施主体 計

画
１．
健保
組合

予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-キ 実

績
１．
健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  18 〜 74 対象者分類  加入者全員

がんの早期発見、早期治療
被保険者、被扶養配偶者の希望者に実施(１回/年)
実施状況・時期  令和6年度から新規委託業者への切り替え実施。受診後陽性判定者には再検査受診勧奨を実施
成功・推進要因  Website上に申込フォームを用意。Websiteでの広報に加え、各事業所への案内チラシ配布
課題及び阻害要因  受診後の陽性判定者に対し、再検査受診勧奨を新たに行ったが、結果として再検査に至らなかった方がいた

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

46



予防接種補助

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画 専用有資格者によるｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 予算額 290千円
実
績 ス 実

績 専用有資格者によるｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

注3)ストラクチャー分類 計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱法研 決算額 290 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱法研

実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
心と体の健康相談の実施継続

アウトプット指標
 
利用回数（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：4回/4回　【達成度】100%）相談希望者への対応
[2024年度実施内容。電話相談2件。面接2人、計10回] 

アウトカム指標
 
相談を希望する人への適切な対応が目的
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

実
績

委託の
有無 外部委託した

外部委
託先事
業者

株式会社 法研（健康づくり事業）

11 事業名
健康課題との関連
分類

健康不安に対する専門職の対応窓口
不安解消と適正受診の促進
２４時間電話対応
医療機関案内
Web相談
専門医との相談可能
実施状況・時期  メンタルに特化した相談の実施。年間を通じて事業を実施
成功・推進要因  専門業者による電話相談・面接の実施
課題及び阻害要因  相談が必要な方がどの程度の割合で受けることができているのか不明

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

注1)事業分類
計
画

8-
ア 実施主体

計
画

１．健保
組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績

8-
ア

実
績

１．健保
組合

共同事業 共同事業ではない PFS事業 PFS事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  加入者全員

注2)プロセス分類 計
画 ス 実施方法 計

画
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種を受けた後、Websiteを利用した補助金申請と、これを
支払処理につなげるｼｽﾃﾑを利用 予算額 1,732千円

実
績 ス 実

績
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種を受けた後、Websiteを利用した補助金申請と、これを
支払処理につなげるｼｽﾃﾑを利用

注3)ストラクチャー分
類

計
画 シ 実施体制 計

画 委託会社：㈱法研 決算額 931 千円
実
績 シ 実

績 委託会社：㈱法研
実施計画
(令和6年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
予防接種補助の実施継続

アウトプット指標
 
利用者数（【令和5年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和6年度：450人/368人　【達成度】81.8%）利用数の維持
[2024年度の支給実績] 

アウトカム指標
 
予防接種を受けた方への補助金支給が目的である為
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先

計
画 外部委託しない

疾病予防・感染症疾患の重症化予防のため、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種による疾病予防を推進するための補助金支給

実施状況・時期  １０月〜３月の間で、インフルエンザ予防接種を受けた方に補助金を支給
成功・推進要因  補助金申請手続きをMY HELTH WEBを通じたWeb化し、申請手続きの負担軽減
課題及び阻害要因  なし
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外部委託先

実
績

委
託
の
有
無

外部委託していなかった

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用  オ．専門職による健診結果の説明

カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施  ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）
コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  シ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  ス．その他

注３) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．外部委託先の専門職との連携体制の構築  エ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  オ．自治体との連携体制の構築  カ．医療機関・健診機関との連携体制の構築
キ．保険者協議会との連携体制の構築  ク．その他の団体との連携体制の構築  ケ．保険者内の専門職の活用（共同設置保健師等を含む）  コ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  サ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）
シ．その他
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